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0、はじめに
　現代中国の文芸理論家で詩人の胡風は、その
文芸思想の形成において魯迅の影響を受けてい
ると言われるが、具体的には、何をどのように
魯迅から受け取ったのであろうか。拙稿「胡風
の著述に見る魯迅とその文学（2）－1939～
1943年の著述より一」「県立新潟女子短期大学
研究紀要』第40集（同大学紀要委員会、2003年
3月）に引き続き、1942年から51年に執筆され
た、胡風の、魯迅およびその文学に言及された
文章6編について、その内容を整理検討し、筆
者なりに考えるところを述べてみたいと思う。
訳文中の［］は筆者による訳注である。
1、胡風の著述に見る魯迅とその文学
　以下、6編の資料の内容を具体的に見てゆく
ことにする。
1）「民族戦争与新文芸伝統」（「民族戦争と新
　　文芸伝統」1941年2月24日）
　重慶北倍にて執筆。「一、新文芸伝統的発展」
「二、従現実看創作」「三、主題、作為戦争的進
歩内容的反映」「四、和歴史的発展一同前進」
の四章から成る。「一、新文芸的発展」では、
五四以前から五四新文化運動、1937年抗日戦争
勃発までの新文芸の流れが述べられ、その中で
魯迅とその創作にも言及されている。1940年執
筆の「文学上的五四」と内容的に重なる箇所も
あるが、若干の語句に変化がある。（1）
　先駆者、すなわち不i澆不屈の指導者魯迅の
戦闘の中に、私たちは大いにその鮮明な主線
を目にすることができる。
　魯迅及び彼が指導した革命的な作家たち
は、中国文芸の封建意識の伝統を破天荒に打
破し、革命的な人文主義を用いて熟睡してい
た現実の霊魂を呼び覚ました。彼によって、
文芸形象の中に初めて人民の覚醒した自由の
意志が出現し、同時に鮮明に、この覚醒した
自由の意志は半封建半植民地の暗黒現実と苦
闘せざるを得ないという運命を描き出した。
処女作「狂人日記』は、その執筆の動機は、
自我の燃焼の戦闘要求を叫び出すためであ
り、また社会の醜悪な実際を暴露するためで
もあった。過去と現在に対して、彼は“人が
人を食う”ことへの訴えを提起し、現在と未
来に対して、彼は“子供を救え”という呼び
かけを発した。他の一編『薬』の中では、暗
黒統治下の麻痺した人民は、虐殺された、覚
醒した革命者の鮮血を、肺病を治すことがで
きる霊薬とするのみであった。ここに至り、
彼の訴えはむしろ絶望に近い沈痛の息吹を帯
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びていた。
　人民を発見したことは、すなわち社会を発
見したことであり、あるいは社会を発見した
と同時に人民を発見したのである。
　しかし、魯迅の戦闘及び彼が指導した新文
芸の革命伝統はなおも、更にいっそう光輝く
内容をもっていた。それはすなわち一連の勤
労の愚夫愚婦たち、’ﾆりわけ農村無産者阿Q
の登場である。彼以前、勤労人民は、たとえ
文芸形象の中に頭を現しても、食糧を生産し、
家畜を飼育する者、甚だしきは家畜に替わる
動物とされ、あるいは反対に抽象的な自然詩
人とされた。そうでなかったら、運命によっ
て定められた“役人になるのなら、殺人放火
で帰順する”の好漢か、あるいは“朝には田
舎の普通の人で、暮れれば天子の御殿に登る”
の幸運児であった。しかし、魯迅に至り、若
干の世紀の沈黙していた勤労人民が初めて時
代の本来の容貌を携えて歴史舞台の脚光の前
に立った。彼は、阿Qたちがどのように生活
していたか一労働、苦しみを受け、肉体的
に搾取され、精神的に毒された障害、しかし
真実の憎しみ、真実の愛があった一を説明
しただけでなく、さらに阿Qたちは何を要求
しているのかを訴えた一光明を渇望し、“革
命”を求め、封建地主と売弁知識分子から見
れば実に笑うべきものであるが、しかし阿Q
たち自身にあっては真実の生活願望から発す
る革命である。そして、彼はさらに明示する、
尼僧を躁躍することを“革命”任務とする封
建地主と売弁知識分子は革命を奪い取っただ
けでなく、革命を求める阿Qたちを“革命”
の門外へと追い出し、さらに阿Qたちの鮮血
をもって、もともと彼ら自身が血と汗で瀧概
した土地に供養したことを。
　大いに偽ること無く、暗黒の社会現実の中
で、人民の覚醒した自由の意志を発見しよう
と思うのであれば、共に、この暗黒の社会現
実の下層の中に圧迫された勤労人民を発見せ
ざるを得ない。あるいはまさにこの暗黒の社
会現実の下層の中に圧迫された勤労人民を発
見したために、大いに偽ること無く、暗黒の
社会現実の中で、人民の覚醒した自由の意志
を発見することができたのである。
　魯迅、彼の前で半封建半植民地の暗黒の現
実が煮いている、すなわち彼の言うところの
“しかばねの統治”、その子民たちがもつ武器
は礼教であり、中庸であり、“道徳”であり、
迷信であり、牢獄であり、屠殺包丁であり…
…彼の後ろで頭を露にしたのは、彼が助命を
頼むところの、肉体的に搾取を受けた、精神
的に毒された、反抗を希望し、合理的な生活
を希望しているが、無情にも抑圧に遭い、破
壊に遭った勤労入民である。この中間にある
のが、市民階級の覚醒した自由の意志であり、
本能的に、また自覚的に“しかばねの統治”
に抗い、同時に意識的に、あるいは無意識に
彼らの願望を勤労人民の願望に合流させた。
魯迅の革命的な人文主義と彼の文学形象は、
このように中国新文芸の伝統を切り開いたの
である。
　　　　　　　　（中略）
　新文芸の革命伝統はとうとうここで窒息し
てしまったのか。すなわち魯迅（及び彼が指
導した孤立した新兵）の身上にも、私たちは
陣地を堅持しようとする苦闘を目にした。そ
れらブローカーや紳士淑女の“リアリズム”
とは対照的に、彼は「在酒楼上』「傷逝』r孤
独者』等の中で、痛ましい、しかし反抗の絶
叫を発した。それら封建才人や都会にたむろ
する不良たちの“ロマンティシズム”とは対
照的に、彼は「鋳剣』「補天』「長明灯』等の
中で、不死の精神の力量を称賛した。そして
彼の雑文（feuilleton）は、それら槍が交わ
り血を見るような、一切の覆い隠された醜悪
な容貌を裁破するような、鋼刀で骨を砕くよ
うな白兵戦闘であるが、まさに、それら現実
から逃避し、現実から母親の懐に逃げ込み、
愛する人の懐に逃げ込み、荒れ果てた墓まで
逃げ、天上まで逃げ、しかし実際には、残酷
で醜悪な現実に向かって投降した、利口で臆
病な魂と対照をなしている。魯迅は、一方で
もろ肌脱ぎで勇敢に格闘し、一方でそれら反
動勢力に妥協した作家たちの灰色の市民形象
に抗うために、彼は金槌ちと砧の間の、投降
するに甘んじないが、また反抗するに無力な、
動揺し、かつ痛み苦しむ市民知識分子の心理
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過程を記録した。
　「文学上的五四」の中で「阿Q」と記されて
いた箇所は、この文章の申では「阿Qたち」
（原文「阿Q椚」）と、複数形になっている。
2）「以《狂人日記》為起点一為文協五四特刊
　写」（「《狂人日記》を以て起点とする一
　文協五四特刊の為に書く」1948年4月）
　上海にて執筆。「主」と「客」の二者の対話
という形式で展開される。以下にその論点を整
理して見て行くことにする。（2）
　「五四文化革命は内容がとても豊富」であり、
「その基本任務はすでに三十年来の偉大な革命
闘争の方向となっている」という。
　ちょうど三十年前の1918年、「狂人日記』
が出現した。思想革命上、これは一つの鮮血
滴る挑戦状であった。これは破天荒に、中国
数千年の歴史は人が人を食う歴史であると初
めて宣告し、封建社会に死刑を判決した。同
じ年、さらに「我之節烈観』（「墳』の中に収
められる）と二十七編のr随感録』（r熱風』
の中に収められる）があり、これらはどの一
編も封建思想とは両立し得ない挑戦状を宣告
した。
胡適、陳独秀らを批判する。
　それでは、胡適らの白話詩の中の、中途半
端な愛情と友情（ここに「新青年」と『嘗試
集』がないので、具体的に例を挙げることが
できない）と比べるならば、この「狂人日記』
と二十八編の雑文の中に表現されたものは、
どんなに堅固な戦闘思想と猛烈な戦闘精神で
あることか1　もちろん私たちは、単純な個
性解放は当時でも革命的な意義をもっていた
ことを認め、私たちは、その他の人も多く、
人民解放の思想を肯定していたことも認める
が、個人解放から人民解放に至るまで、もし
封建主義に対する格闘血戦を経なかったら、
真の革命性といったものは有り得たであろう
か。封建主義に対する仇恨と宣戦は、当時の
個性解放から人民解放へと至る思想要求にお
いて、まさに第一等の戦闘の実践意義をもつ
ものではなかったのか。
　「五四の思想革命伝統の中には、徹底した民
主革命派と妥協的な民主改良派があった。」「当
時、革命派と改良派は相互に統一していたが、
本質的には相互に対立していた。私が思うに、
思想革命の角度においては、1918年を起点とす
べきであり、この年、徹底した民主革命派は彼
の挑戦状を発布し、彼の大きな旗を打ち立てた。
私たちは「狂人日記』の発表を標識としなくて
はならない。」
　「革命の思想はつねに現実要求、あるいは人
生渇望の反映」であるが、それらは「いったん
思想運動の主観要求に変わり、観念の高さにま
で高められ、ばら蒔かれた後、より速くより強
く現実要求、あるいは人生渇望を突き動かし、
実際の革命闘争を促す。」
　五四運動の特徴は、「第一に、思想力量が物
質力量、すなわち大衆的な実際闘争に変わった」
こと。「第二に、この思想力量は、二年前に成
功したロシア革命の影響と結び付いているもの
である」こと。「第三に、思想革命の内容を反
帝、反封建という二つの中心任務に総合し、こ
の二つのスローガンを思想闘争と実践闘争の共
通の目標にし、三十年以来のいかなる領域上の
革命的な闘争をも組織し、指導したこと。」
　「思想闘争の豊富性はまさに実践闘争の豊富
性の反映である。闘争はつねに全面的なもの」
であり、「全面的であることは、当然中心的な
特徴を高め、突出させる。しかしこの高めた、
突出した中心的な特徴は、まさにその豊富性を
総合し、その豊富性を把握することを要求し、
その豊富性から遊離、あるいは孤立すべきでな
いし、することもできない。」
　「文化面における革命派と改良派の矛盾は、
五四以降徐々に明確化」し、五四期に掲げられ
た二つのスローガン「科学」と「民主」に対す
る態度は、ここに至り分裂し、「思想闘争の内
容は以前に比べてずっと豊富になった。この分
裂は、1929年前後に至り、一歩飛躍的な突進を
することになった。科学と民主の内容は、戦闘
的唯物主義の世界観によって充実、発展した。」
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「反帝反封建の任務は、決して変わらなかった
が、この任務を執行する主動力量はこれまでに
なく壮大になり、真の科学的世界観でよりいっ
そう認識を深め立場を改造する必要と可能性を
もち、旧民主的個人主義の立場を終わらせ、新
民主的集団主義の立場を確定した。」
　　「原則性と豊富性の関係」が述べられる。
「ここから、思想立場の科学性と戦闘性が高揚
したが、しかし他方、敵、私、友の入り組んだ
状態もさらにいっそう複雑となり、思想闘争の
内容もさらに豊富になった。」「この思想方法に
よって、豊富性は原則性に埋もれることはあり
得ず、原則性も豊富性を圧死させることはあり
得ないのである。」
　　「主」の幾つかの意見が述べられる。「第一
に、文芸創作はもちろん、一種の思想闘争であ
るが、しかしそれは感性形式から遊離していな
い状態の中で思想内容を追求するもので、それ
ゆえ直接、歴史の真実に迫るものである。」「第
二に、魯迅の戦績は当然、歴史要求、すなわち
必然性の反映である。しかし歴史要求は魯迅に
遭遇することができ、彼の戦闘を通じ、あのよ
うに速く、あのように堅固に反映されたが、こ
れは偶然性をもっており、」「これによって新文
芸は、いかなる文化部門よりも強固無比な戦闘
の伝統を確立した。」「第三に、文芸上、思想内
容は形象の世界、あるいは旋律の運動の中に反
映されるものであり、それは単純性を取得する
ことができるが、しかし更に豊富性を要求する
ものであり、思想力が大きい作品であるほど、
ますますそうである。」
　最後に「内容」と「形式」の関係について述
べられる。「内容上、おおよそ有るべき思想真
実においで、反帝反封建を反映した歴史の内容
であれば、すべて良い。」「形式上、おおよそ有
るべき芸術真実において、反帝反封建を大いに
表現できる歴史内容であれば、すべて必要であ
る。」「内容は様々な表現をもつことができ、
様々な読者もいる。もし（この“もし”に注意
していただきたい）強大な闘争内容に占領され、
保証されているのであれば、旧形式、あるいは
民間形式も必要である。しかし、第一に、内容
は形式に対して主導であるという原則を堅く守
り、形式に対する投降の態度と弄ぶ態度には警
戒しなくてはならない。第二に、形式の内容に
対する能動作用をしっかりと記憶し、形式に対
する制限力の麻痺の態度に警戒しなくてはなら
ない。第三に、形式は内容から生み出され、内
容の中に包含され、内容と形式の分離は、持久
できない相対的な情況に過ぎないことを確認
し、内容の要求から形式を推し量る基本態度を
確立しなくてはならない。」
3）「魯迅還在活着一在人民祖国的第一年紀念
　魯迅先生（一）」（「魯迅はまだ生きている
　一人民祖国の最初の年に魯迅先生を記念
　する（一）1949年10月14日」）（3）
　第一節。一昨年、すなわち1947年の冬、ある
一人の青年詩人が解放区に潜入する時に上海を
通りがかり、「この半封建半植民地の大都会の
生活と国民党の反動統治に対して強烈な憎恨を
引き起こし、労働者と学生の英勇的な闘争に対
して熱狂的な感奮を爆発させ、彼はそれらを
r致魯迅』という詩の中に傾注した」という。（4）
一方でこの詩人は、「ある幾人かの暇なモダン
な青年男女がカメラと野外の食事をもって魯迅
の墓の前で楽しく集い、歌を歌い、写真を撮っ
て帰り、これを友人に自慢した」という事を聞
いて憤り、そのような青年男女たちに罵りにも
近い辛辣な言葉を投げかけたという。
　これについて胡風は「これは理解できるだろ
うか」と問いかけ、次のように述べる。
　このような残酷な戦闘歳月に、いかなる戦
闘の存在も敵の仇恨の目標となる、ましてや
魯迅は。そのような青年男女がいて、確かに
暇な生活を過ごしているが、しかし魯迅を光
栄としており、魯迅に近づくことをもって自
分を満足させるという情緒は、確かにその進
歩性は非常に浮ついたものであり、引用符を
付けなければならないが、しかし少なくとも
敵とすることはできないであろう。至るとこ
ろで正面から特務の魔手と向かい合う歳月
に、むしろ彼らを通して、戦闘要求の広さを
慰めて見ることはできないだろうか。
　そして、戦士としての魯迅の偉大な力量は、
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もとより彼の戦闘要求がすでに幾千万もの節
操堅い戦闘者たちの心の中に根を張っている
ところにあり、もとよりこのような荘厳な性
格にある。しかし同時に、一方で彼が代弁す
る真理は、たとえ反動的な思想者であろうと
完全に抗弁できない、というところにもある。
それゆえ彼の影響は広範な、いわゆる文化生
活の階層に深く入っている。これも常識内の
問題に違いない。
　「しかし、詩人の心は依然として理解できる
ものである」として、毎年10月19日に行われる
魯迅追悼行事について述べられる。
　…毎年の10月19日は、敵に対する示威であ
り、敵側の思想陣営に対する突撃であり、そ
して人民と革命的な文化戦線にとっては、再
進軍の呼びかけであり、“さらに冷静にせよ”
という警告である。その後の数年に至り、反
動統治はますます残虐となり、人民の革命意
志の反映がますます困難となった時、10月19
日の大衆集会は、敵の圧迫でその形式上の規
模がどんなに小さくでも、ほぼ直接の政治的
な行動に変わったのである。
　それゆえ、このような残酷な戦闘歳月に、
戦闘者に対して、特に純真な若い戦闘者に対
して、魯迅は一人の神聖な存在であり、一人
の人民革命を代表する荘厳な性格の存在であ
り、敵が彼を中傷することを許さず、また誰
かが軽はずみに彼に接近するのを見ることは
できない。
　このような残酷な戦闘歳月に、魯迅は一枚
の旗であり、一枚の戦闘を堅持する旗であり、
一枚の解放を指し示す旗であり、一枚の人民
革命を迎える旗である。
　第二節。「今日、戦闘は勝利し、人民の祖国
が人類史上に出現したが、魯迅の目標はすでに
完全に達成され、偉大な人民の指導者毛沢東の
指し示す“魯迅の方向は、すなわち中華民族新
文化の方向である”というその方向はここに至
り止まるのであろうか」と問いかける。そして
「…一一一人の青年詩人」から来た手紙の中の「私た
ちのような若い者は皆、魯迅の偉大さが何処に
あるのかわからない、彼の著作を人民文学の中
に数えない人すらいる」という言葉を挙げる。
また「ある優秀な成績をもつ小説家」との討論
の中で述べられた「人民は魯迅の作品を読んで
も理解できない、それらの作品は、人民が必要
とするものではなく、当然民族形式ではなく、
人民に服務する文芸ではない」「政治性がとて
も少ない文芸」という考え方を挙げている。胡
風は「もしも魯迅がいなかったら、彼を先駆と
する五四革命文芸伝統がなかったら、今日、小
説を書くこの君はあり得ただろうか」と反問す
る。
　「今日の青年は幸福である」として、「革命
の発展によって、政治闘争と経済闘争の成果に
よって、少なくともその影響は保証されるとこ
ろとなり、直接人民の中に身を投じ直接火炬を
人民の手の中に渡すことができるが、当初、湿
ってボロボロの薪の中で火種を吹いて火をつけ
た経験を知る由もない、甚だしきは、彼の火炬
は火種が無くて火をつけることができたのかど
うかを、まったく忘れているのかもしれない」
としている。
　さらに「今日の青年は幸福である」として、
「巨大な物質改造過程を行っている人民の中に
身を投じている。思想矛盾は物質矛盾の関係に
還元され、物質改造の力量は敵対思想が降伏状
態に後退するまで圧迫しており、物質関係は改
変しなければならないが改変することができな
いというその瀬戸際に、改変が到来したこの思
想闘争が必要とするところの努力と、受けると
ころの負担を引き起こす、或いは促すために、
この改変しなくてはならない要求を反映するこ
とを理解し得ないのかもしれない」としている。
　そして魯迅の「新興のプロレタリアートのみ
に将来がある」という言葉について、「この将
来とはプロレタリアートの将来である以上、す
なわち新民主主義を通じて社会主義、共産主義
に至るまでの将来であり、それでは、私たちの
道はやはりとても長いものである」としている。
　最後に、「そこで、今日銀苦しているが、し
かし幸福なわが青年戦闘者たちは、次第に、封
建主義と植民地主義の天敵一魯迅を認識するこ
とであろう、次第に、なぜ彼があんなにも深く
勤労人民を愛するのかを体得することであろ
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う、次第に、彼は私たちの厳しい師であり、率
直に忠告してくれる友人であり、血肉の同志で
あり、彼と共に戦闘し、共に呼吸せざるを得な
いことが分かることであろう」と述べている。
4）「不死的青春一在人民祖国的第一年紀念
　魯迅先生（二）」（「不死の青春一人民祖国
　の最初の年に魯迅先生を記念する（二）」
　1949年10月16日）
以下に全文を訳出する｛5）
「野草』題辞の後半部である。
　私は自ら私の野草を愛する、しかし私は野
草を以て装飾するこの地面を憎悪する。
　地火は地下を運行し突進する。熔岩はひと
たび噴出すれば一切の野草および喬木を焼き
尽くすであろう。そして決して腐朽すること
はない。
　しかし私は平然として、喜んでいる。私は
大いに笑い、歌を歌うであろう。
　天地はこんなにも静まりかえっており、私
は大いに笑い歌を歌うことはできない。天地
が即ちこのように静まりかえっていなけれ
ば、私は、あるいはそうはできないであろう。
私はこの一群の野草を以て明と暗、生と死、
過去と未来の際に、友と仇、人と獣、愛する
者と愛さざる者の前に捧げて証しとする。
私自身のために、友と仇、人の獣、愛する
者と愛さざる者のために、私はこの野草の死
亡と腐朽が、至急訪れんことを希望する。そ
うでなかったら、先ず私は未だ存在していな
いであろう。これは実に死亡と腐朽よりもず
っと不幸なことである。
進する地火を讃え、そしてひとたび噴出すれば
野草と喬木を焼き尽くすであろうことを確信し
た。彼は“私は大いに笑い、歌を歌うであろう”
時期を目にしたのである。
　しかし、戦士の挑戦状あるいは戦績は、死亡
と腐朽の必要があるのだろうか。死亡し腐朽し
得るのだろうか。
　“暗黒の扉を担った”思想戦士、彼のすべて
の願望は暗黒の滅亡と新生の出現であり、彼は
ただこのためだけに身を捧げて戦闘したのであ
る。身を捧げるとは“乾坤一郷の勝負”ではな
く、“余と汝ともに亡ぶ”のである。“おおよそ
時弊に対する攻撃は、文字は必ずや時弊と同時
に滅亡しなくてはならず、これはまさに白血輪
が瘡を引き起こすのと同じであり、もし自身も
排除されなければ、その生命の存留の中にも病
原菌がなおも残っていることを証明している”。
まして“時弊”だけではなく、一つの旧い歴史
である。この“地面”は。筆を用いる戦士も槍
を用いる戦士の心を抱き、素手で爆薬を抱えて
敵のトーチカとともに、同時に粉砕しなければ
ならない。
　しかし当然、戦士の肉体とトーチカが同時に
滅亡したとしても、しかし彼の精神は永遠に照
り輝くであろう。そして現実要求を反映し、さ
らに戦闘光彩の真実の生命が生じることは、将
来に通じ、かつ将来にまで留めなくてはならな
いものである。白血輪と病原菌の比喩は、ただ
戦闘の決心と戦闘の真心を言い表すためだけの
ものである。
　もう一度見てみよう。
　魯迅自身を以て突撃兵とする人民革命派の最
初の戦闘年度、つまり1918年、私たちはこのよ
うな声を聞いた。
　当時、1927年、まさに蒋介石が驚くべき罪悪
である謀反を完成し、革命を地下の“静けさ”
に投げ込んだ時、まさに明と暗、生と死、過去
と未来の際に、彼は火のように熱い字句で友と
仇、人と獣、愛する者と愛さざる者の違いを宣
告せざるを得ず、彼らの前で、地下を運行し突
　……仕事をやれる者はやり、声を発するこ
とができる者は声を出す、一分の熱があれば
一分の光を発する。たとえ蛍の火と同じであ
っても、暗黒の中で少しばかりの光を発する
ことができる、炬火を待つまでもなく。
　その後、もし炬火がなければ、私が唯一の
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光である。もし炬火があらわれ、太陽が出た
ならば、私たちはもちろん心から承服して消
失する。少しの不平もないばかりか、さらに
この炬火あるいは太陽を賛美する。それは彼
が人類を照らし、私さえもそれに内在するか
らである。
　たとえ水たまりの浅い水に過ぎなくとも、
大海を学ぶことはできる。いずれにしても水
であり、互いに通じ合うことができる。数粒
の石は、彼らが密かに投げつけるに任せ、数
滴の汚水は、彼らが背後から浴びせ掛けるに
任せればよい。
　蛍の火となるに甘んじ、炬火あるいは太陽に
期待し、そして自己の消失を見通して幸福とす
る。勇敢に前進するこの突撃兵の中に、同時に
このような無我の集団主義の精神が含まれてい
た。たとえ今日私たちがもつ集団主義とは完全
に同じではなくても、少なくとも集団主義の、
一種の生まれたばかりの状態には違いない。生
まれたばかりの状態であるがため、それは純粋
な色彩を帯び、無畏の生気を含んでいる。
　彼が逝去した1936年になり、死亡からしばら
く抜け出し、意識が回復した時、深夜静かで人
の声もなく、彼が第一に考えた事は、すなわち
この闘争している世界と闘争の中の人々であっ
た。
　街頭の光が窓を通して入り、部屋の中は微
かな明かりで、私はざっと見ると、よく見知
った壁、壁の稜線、よく見知った本の山、山
の傍らの綴じていない画集、外で進行する夜、
無窮の遠方、無数の人々、いずれもみな私と
繋がりがある。私は存在している、私はまさ
に生活している、私は生活し続けるであろう、
私は自分が更に適切だと感じ始めた。私には
動こうとする欲望がある一しかし、しばら
くして私はまた眠りにおちいった。
　一人の人の生命と無窮の遠方、無数の人々は
互いに通じ合い互いに繋がりがあり、この存在
こそが真の存在であり、この生活こそが真の生
活であり、必ずや自分が更に適切であり、そし
て生活し続けなければならないと感じることで
あろう。無我の者であってはじめて大いに真の
我を探し当てることができる。十入年の戦闘と
鍛練を経て、彼の集団主義は一つの静かな光輝
く境地に到達し、深遠な感受をもち、無尽の潜
在力を含んでいる。
　それでは、腐朽が何物だというのか。死亡が
何物だというのか。そしていかに腐朽し、いか
に死亡するというのか。
　力量はつねに存在する力量から生み出され、
成長してゆくのである。
　第一の、そして最も基本的な源泉は祖国の大
地上の勤労人民であり、勤労人民の純粋な生命
であり、苦痛の負担あるいは強靭な力である。
私たちの目の前に幼少の閏土たち（「故郷』）、
天真燗漫な旅の連れあいたち、（「社戯』）、素朴
な老船夫たち（「社戯』）などが現れた。続いて
私たちの目の前に中年の閏土たち、阿Qたち、
華大嬌と老栓たち（「薬』）などが現れた。
　彼らから出発すれば、敵対する側、祖国の大
地の暗黒勢力の冷酷さと凶悪さに、直視してじ
かに対することができる。私たちの目の前に一
枚の“人が人を食う”壁画が現れたが、その上
に趙旦那たち、趙白眼たち、挙人たち、秀才た
ち、にせ毛唐たち、組頭たち（「阿Q正伝』）な
どが君臨していた。
　幼少の魯迅は、このような養育を受け、この
ような洗礼を受け、彼の血肉の身はついに私た
ちが目にするところの血肉の身に成長した。
　このような血肉の身であって、はじめて“露
を吸い取り、水を吸い取り、死して久しい人の
血と肉を吸い取り”自分を強大にすることがで
きる。このように強大になった血肉の身である
から、ひとたび戦闘の開花期に至った時、噴水
が爆発するように、深い情で、感情豊かに、億
万もの人のもつ心声を叫び表す。“しかし魔鬼
の手に、とうとう光が漏れる処があり、光明を
覆うことができなかった。人の子は目覚めた。
彼は人類の世には愛情がなくてはならないと知
った……”（「熱風』）愛情がなくてはならない、
それはすなわち、闘争がなくてはならない、必
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ずや闘争を通らなくてはならないと言っている
のである。
　このように、革命的な人道主義が破天荒に古
老の中国大地に勢いをもって湧き出した。その
中には人民性、あるいは階級性の火のように熱
い血液が貫いて流れており、幾千万もの自覚し
始めた“人の子”たち、勤労人民の先進分子た
ちに対してどうして、光り輝くそしてまた強固
な吸引力を生じさせないことがあろうか。
　そのため、戦闘を発動した最初の年度、ロシ
ア革命の翌年、1918年、彼はすぐにロシア大革
命の中から“一つの薄明かりの空の色を見い出
した、すなわち新世紀の曙光であり”、私たち
に、この曙光に向かって“頭をもたげる”よう
呼びかけた。
　そのたあ、戦闘の途中に至り、さらに総括的
な明確な字句を用いて宣告した“……ただ新興
のプロレタリアートのみに将来がある。”
　魯迅の戦闘の端緒、あるいは人民革命派の戦
闘の端緒、その内在する根拠は当然欧州戦争期
間の中国ブルジョア階級の勃興と、同時にもた
らされたプロレタリア階級の発育と覚醒である
が、しかし魯迅あるいは人民革命派にとっては、
論理的な主観認識上どうあろうとも、プロレタ
リアートの側に誕生し、勤労人民の火のような
渇望に満ち溢れ、生まれたばかりの集団主義の
精神を携えて前線に突き進むのである。
四
　しかし、人の子である以上、それは当然神の
子ではない、彼はさらに戦闘と共に発展しよう
とし、彼の集団主義の精神はさらに戦闘と共に
発展しようとする。
　戦闘、一方は友であり、一方は仇である。
　仇に対して、“目を見開いて見”ようとし、
見れば見るほどはっきりとし、見れば見るほど
深くなり、彼自身かつて比喩を用いて言ったこ
とがあるが、まるでギリシャ神話の中の巨人の
ように、熱烈に彼の敵を抱擁する、彼を叩き落
として死なすために。あるいは彼自身の言葉を
用いて言うならば“矛を返して一撃すれば、容
易に強敵の死命に至る”ためである。“死して
久しい人の血と肉を吸い取る”。敵に対する認
識と憎しみを以て自己を養育し、自己を強大に
する。
　友に対して、人民に対して、“革命の愛は大
衆に在る”ことを求め、“地底の下を見る”こ
とを求め、“私たちはいにしえより、脇目もふ
らず没頭する人をもち、一生懸命にやる人をも
ち、民衆のために助命を頼む人をもち、身を犠
牲にして法を求める人をもち……、これこそが
中国の背中である”ことを追求する。“露を吸
い取り、水を吸い取り”、身の内の新陳代謝を
得るために、それでこそ“絞り出すのは牛の乳、
血である”とすることができるのである。
　それでは、自己に対して、何かを手に取る必
要がある時、何かを捨て去る必要がある時、ま
た“心から承服”して集団主義の要求に沿うこ
とはできないというのか。
　彼自身が言う、“私は確かにいつも他人を解
剖する、しかしさらに多く、さらに冷酷に私自
身を解剖する。”
　彼自身が言う、“自らを叩く傷痕の行く先に
至り、私は歯を食いしばって耐え忍ぶ……”
　一人の思想戦士が、もし彼の戦闘要求が試練
を経ることを望まないとしたら、それでは彼は
なぜ戦い、またどのように戦うことができると
いうのか。言い換えるならば、もし一人の集団
主義者が自己批判あるいは自己闘争を通じない
で戦闘の実力を獲得しようとして、またどうし
て集団主義者であり得るのか、どんな捧げるに
値するものがあるというのか。
　しかし、これは決して蝿たちに好き勝手に汚
物を撒き散らすよう言わなければならない事と
は同じではない、またひそかに投げつけられた
“石”と背後から浴びせ掛けられた“汚水”に
向かって御辞儀をして御礼をしなければならな
い事とも同じではない、たとえそれがうわべだ
けの“友人”あるいは臆病な友人が投げつけ、
浴びせ掛けたものであっても。そのため、自己
批判あるいは自己闘争は真理を追求するための
ものであり、更に有効に敵に打撃を与えるため
のものであり、決して謙虚な君子の名誉を勝ち
取るためのものではない。戦闘過程の中で、さ
して重要でない、あるいは重要という程度には
入らない“自己批判”を以て口実とし、これに
頼り、すぐさま反対に友を汚して敵と成し、偽
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りを以て真を乱す現象は免れ難いが、しかしそ
れは真の自己批判とは決して同じ事ではない。
　そして真心の思想戦士は自己に対して、戦友
に対して絶対に“欺瞳の心を以て、欺隔の唇を
用いる”ことはできず、つねに自己闘争の中で
発展前進するが、しかし“怨敵”に対しては、
力尽きて地に倒れて死ぬ時まで、“一つとして
寛大でない”のである1
五
　ここに至り、“もの悲しい微かな”表情の中
から荘厳で宏大な境地が勢いをもって湧き出し
たのである。このため身外の青春に頼っていさ
えすれば、すぐに無窮の遠方、無数の人々に通
じ、“地球はまさに若く”、この世の青年は老い
衰えてはおらず、またそれはあり得ない。身外
の青春はむろん在るのみならず、さらに、まさ
に膨涛と沸き返っている。大革命はまさに進軍
しており、旧中国はまさに沸き返り、歴史の青
春は、まさにその蕾が綻び咲こうとしている。
　こうであってこそ、大いに戦闘を持ちこたえ
ることができ、たとえ最も困難な時でも、たと
え“私の心は殊の外寂しい”時でも、大いに戦
闘を持ちこたえることができる。それは、他方
で、彼はまさに“無窮の遠方、無数の人々”と
互いに通じ合い、互いに繋がりをもっており、
大いに“その空虚の中の暗夜の襲来にあらがう”
ことができるからである。
　彼は大いに努力を重ねることができる一
　どうして私の青春がすでに逝去したことを
分からないことがあろうか。しかし身外の青
春はむろん在るものと思っていた……
彼は進みたくても進むことができないのかも
しれない一
　なぜこんなに寂しいのか。まさか身外の青
春さえもすべて逝去したとでもいうのか、こ
の世の青年もすべて老い衰えたとでもいうの
か。
前方には、決して真実の暗夜は無いのであ
る。
　真心の戦闘は、つねに楽観主義的であり、つ
ねに歓びの旋律を帯びており、少なくとも苦痛
を通して歓びの旋律を引き出すものである。
　鍛練を経た集団主義の戦士は、たとえ仲間か
ら離れた小さな部屋の中であっても、独房の中
であっても、やはり集団主義の戦士である。身
外の青春一人民の渇望と階級の友愛が彼の心
の中に傾注され、彼は溌刺とした青春の熱力に
充満し、大いに氷河時代を通過することができ、
大いに暗夜を征服することができる！たとえ肉
体が腐朽し、死亡したとしても、しかしその青
春の炎はすでにごうごうとその身外で燃え、永
遠に消えることはない1
　ただ集団主義の戦士であってはじめて、将来
に通じ、将来を創造することができる。集団主
義の戦士こそが、必ずや将来に通じ、将来を創
造することができるのである。
六
　しかし、思想戦士、人民の養育と魔火の鍛練
を経た思想戦士、彼は決然として前進しようと
する。一
　もしも私がなおも不明不暗のこの“虚妄”
の中で無為に過ごさなければならないのな
ら、私はなおもあの逝去したもの悲しい微か
な青春を探し求めるであろう、しかしそれが
私の身外に在ってもかまわない。
　今日、炬火は昇り始めた、太陽が出て来た。
それは毛沢東思想の名を用いて中国を照らし、
彼さえも内在する人類を照らしている。
　しかし、彼は決して“消失”しておらず、彼
は大いに笑っている、彼は歌を歌っている。
　“私が塵になった時、私は微笑むであろう「。
彼は微笑んでいる、水のように明るくきれいな
彼の眼光の申で微笑んでいる。強情で不屈の彼
の歯ブラシのような髭の下で微笑んでいる。
　彼は微笑んでいる、まさに若くなり始めた彼
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の祖国と向かい合いながら。
　彼は微笑んでいる、暗夜と死亡を征服したの
みならず、さらにまさに若い活力の中で歴史創
造に着手している偉大な勤労人民と向かい合い
ながら。
　彼は微笑んでいる、まさに“因襲の重荷”を
取り除きながら、歓んで集団主義に向かって努
めて前進する幾千万もの若い生命と向かい合い
ながら。
　彼は微笑んでいる、彼は、勤労な人民と若い
生命たちが毛沢東思想の指導の下、必ずや身の
外と身の内の困難を克服し、勝利的に祖国の青
春、人民の青春、人類の青春を創造し得るであ
ろうことを確信している。
1949年10月16日夜3時、取り急ぎ、北京
　付記：手元には借りて来た「熱風』、三冊の
「且介亭雑文』と一編の参考の論文中の引用文
があるだけで、そのほかの引用した語句はいず
れも記憶に拠る。これらの引用はいずれも説明
の例とするもので、これらこそが最も説明し得
る例であると考えているわけではない。さらに、
記憶に拠った引用は字句の上で小さな違いがあ
るかもしれない。
5）「祖国愛・人民愛・人類解放一紀念魯迅
　先生逝世十四周年」（「祖国愛・人民愛・人
　類解放一魯迅先生逝去十四周年を記念す
　　る」1950年11月）
　以下、その内容をまとめ、見てゆくことにす
る。（6）
　「十八歳の青年魯迅は、旧社会が彼に与えた
苦痛をたずさえて、肉親と少年仲間が彼に与え
た愛慕をたずさえて」故郷を離れ、南京の学校
に入学した。「これは旧社会が彼を駆逐したの
であり、また彼と旧社会が決裂したのでもあ
る」。魯迅が入学したのは「当時、富国、強兵
思想を代表していた路磧学堂と水師（海軍）学
堂」であった。「当時、甲午敗戦の後、変法、
義和団事変、辛丑和議を経て、愛新覚羅王朝は
中国を滅亡の境地にみちびき、祖国の滅亡を救
い生存を図る愛国思想が次々と湧き起こり、青
年魯迅も当然吸引を受けた。しかし更に重要な
のは、彼のその後の作品から見られる、彼の少
年期に帝国主義が中国人民の心の中に引き起こ
した恐怖と憎しみは、必ずや彼に深い傷の痛み
を与えたということである。彼がこのような二
つの学校に入ったのは、決して偶然ではないと
言えよう」。二つの学校での練習と実習の生活
は、魯迅を満足させるものではなかった。「そ
れ［二つの学校での生活］は、人民生活からも
って来た彼の情感要求を満足させることができ
なかったため、この時、彼は進化論の科学思想
を受け取ったが、社会改造と結びつかない“愛
国思想”であったため、彼にとって徐々に空虚
なものとなった。このような学校は彼の愛国主
義を育てることはできず、彼の愛国主義に活路
あるいは方向を与えることはできなかった。」
　日本に来てから後、彼は『斯巴達之魂』を訳
述し、詩「自題小像』を詠んだが、「これはま
だ普通のロマンティックな愛国主義の感情であ
ったが、しかし海外の異郷に至っても、祖国に
対する愛から抜け出すことができず、重々しい
風雨の下の故国の情景を苦しく懐かしみ、その
感情要求は真摯かつ深いものであった」。
　彼は「医学校に入ったが、これは彼が血肉の
生命を祖国に捧げようとする実際行動であっ
た」。日本の維新は西洋医学が端緒であったこ
と、父親のような誤られている病人を救い、戦
争の時には軍医を志願しようと考えてのことで
あったが、「ここに、彼の愛国主義の感情はロ
マンの性質を離れ、“平凡”な実践へと入り、
同時に、彼が後に形成する“一分の熱があれば
一分の光を発する”集団主義の精神も、すでに
芽を出していた。」
　1906年、医学校の授業中に「幻灯事件」が起
こる。彼は医学をやめて、東京に出て文芸活動
を提唱する。
　これは同時に中国現代革命思想闘争史上の
一つの巨大な事変でもある。魯迅本人につい
て言うならば、彼が受け取った進化論の科学
思想と批判的リァリズム文学思想は、初めて
革命的な要求と行動を形成した。中国の歴史
要求について言うならば、愛国主義がついに
正確な方向を現した。民族解放は人民解放を
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以て内容としなければ大いに勝利を得ること
はできず、そして人民解放の闘争は、意識闘
争を以て先駆けとし、意識覚醒を以て突破口
を開かなければならない。いかなる革命運動
も、一つの思想啓蒙運動が、その前方を行く
ものである。
　許寿裳の回想によると、魯迅は許寿裳に対し
て、しばしば三つの関連する問題について語っ
た。（一）理想の人間性とはどのようなもの
か？（二）中国の国民性において、最も欠乏し
ているものは何か？（三）その病根はどこにあ
るのか？
　この“人間性”“国民性”という言い方の
下で躍動しているものは、数千年の封建力量
の抑圧と封建意識の毒害の下の人民の精神状
態に対する痛切な関心であり、封建主義旧中
国の意識道徳に対する無情の告発であり、人
民の意識覚醒に対する心からの渇望である。
これから出発し、いきおい反帝反封建の革命
的人道主義、そしてその後のプロレタリア階
級の人道主義に至るまで発展しなくてはなら
ない。
　しかし当然、彼の思想要求はこの時、まだ
一粒の種子に過ぎず、それは歴史の霜雪の試
練を経なくてはならず、社会という土壌の培
養を受けなくてはならない。しかし、無情の
歴史はどうあっても有情の季節にまで行き着
くことになり、五四に至り、この・・・…粒の種子
はついに火のように熱い愛情を用いて、人民
解放を勝ち取る道において、民族解放を勝ち
取る愛国主義の奇花を咲かせたのである。
魯迅の愛国主義はどのようなものであるのか、
が述べられる。
な言い方で“私たちは黄帝の子孫である”と
好んで言うあの反動的な“愛国主義者”に反
撃した。
　彼の愛国主義は、狭義の民族主義とも根本
的に異なっている。彼の文学事業は、始まる
とすぐに被抑圧の弱小民族の作品を紹介し、
始まるとすぐに大民族思想を敵視し、始まる
とすぐに各民族人民文化の成果を汲み取ろう
と尽力し、始まるとすぐに人類解放という理
想渇望を帯びたものであった。
　彼の愛国主義は、国家主義とは更にいかな
る共通点もない。彼は、半封建半植民地の旧
中国は人が人を食う国家であると告発し、彼
はこの国家のすべての統治秩序を否定し、彼
は一切の力量を尽くしてこの統治の下の労苦
の人民の、この統治秩序に対する仇恨を燃や
し始めた。
　それゆえ、第一に、彼の愛国主義と国際主
義は不可分のものである。もちろん、初期に
は、彼の国際主義は一種の朦朧とした理想に
過ぎなかったが、十月革命に至り、すなわち
彼が真っ向から出陣する時、十月革命を“新
世紀の曙光”と歓呼した。中国プロレタリア
階級が闘争の舞台に登場し、中国共産党が成
立してから以後、彼は中国人民の実際闘争の
中で人類解放の具体的な道を探し当てた。
　第二に、彼にあっては、祖国と人民は不可
分のものである。祖国に対する愛は、人民に
対する愛を通してのみ真実のものとなる。人
民の苦難に対する火のように熱い同情、人民
の身上の封建創傷に対する痛切な感受は、ま
さに自由で幸福な祖国と自由で幸福な人民に
対する渇望に拠るものである。
　彼の偉大な愛国主義の精神は、人民解放を
以て基礎とし、人類解放を以て目標とするも
のである。
　しかし、この偉大な愛国主義の精神は、敵
の曲解侮蔑を受けたのはもとより言うまでも
なく、甚だしきは一般の読者の軽視さえも受
けた。
　何によってか？彼の愛国主義は種族主義と
はいかなる共通点もない。その後、彼は“私
たちは量尤の子孫かもしれない”というよう
　「今日、中国人民は完全な勝利を得、自由で
幸福な祖国を創造する主人の地位を得た」とし
て、「今日の新中国の文化戦士たち」に呼びか
ける。
魯迅を学べ1魯迅を学べ！魯迅を学べ！
私たちの祖国の改造過程の中で、ただ平安
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大吉の生活を過ごすことだけを考える人がい
たら、魯迅の処まで来なさい、彼は、あなた
の目の前に並んでいる極めて困難な責任を、
あなたに見させてくれるであろう。
　政治の興密の中で、浮ついて定まらず、得
意のあまり我を忘れた人がいたら、魯迅の処
まで来なさい、彼はあなたの足を地に着け、
着実にさせるであろう。
　過去に対して“情”を忘れることができず、
“郷愁”に苦しんでいる人がいたら、魯迅の
処まで来なさい、彼はあなたを悩ます身上の
瘡の汚れを洗い落とさせてくれるであろう。
　仕事の困難と挫折の中で萎縮を感じる人が
いたら、魯迅の処まで来なさい、彼はあなた
に再び勇気を出させてくれるであろう。
　人民と全く相容れず、表面的には旨くいっ
ているが、実は旨くいっていない人がいたら、
魯迅の処まで来なさい、彼はあなたに娠苦を
経た後の甘味を味わわせてくれるであろう。
　仕事の空間がとても狭いと感じ、広々とし
た快感を得ることができない人がいたら、魯
迅の処まで来なさい、彼が、あなたの仕事は
全人類の運命と密接に繋がる意義をもってい
るということを、あなたに感じさせてくれる
であろう。……
　魯迅の処まで来なさい、彼はあなたが毛沢
東思想の要求するところの生き生きとした海
のような生活内容を体験するのを助けること
であろう。彼はあなたが更に忠貞となり、更
に勤勉誠実となり、更に純潔となり、更に勇
敢となり、内外の敵の陰謀の中から私たちの
新生の祖国を防衛し、困難を通じて私たちの
祖国の幸福な前途を創造する、更に優秀な児
女となるのを助けることであろう1
1950年10月21日早朝3時半、取り急ぎ、北京
6）「学習魯迅精神一当作対於青年同志椚的
　建議」（「魯迅精神を学ぶ一青年同志たち
　　に対する建議として」1951年。1981年
　改）（7）
　魯迅の『故郷』を例に挙げ、「これは一首の
哀しく美しい叙情詩であり、作者は至情の言葉
で旧中国の農民の命運を書き表した」としてい
る。そして魯迅精神の二つの面について述べら
れる。
　この物語を紹介して、私は若い読者に向か
って少しばかり意味を説明したいと思う。私
たちが学んで、学んで、さらに学ばなくては
ならない貴重な魯迅精神の中には、一つの本
質的な核心があり、それはすなわち抑圧を受
けた、踏みにじられた、甚だしきは精神に奴
隷使役を受けた勤労人民に対する愛である。
この至情の愛は、彼のすべての戦績の中で純
潔な光芒を放っており、魯迅精神の、あの悲
しく人の心を揺さぶる思想力量を形成し、そ
してこの至情の愛は、魯迅先生彼自身の命運
と生死を共にするものである。彼はずっと勤
労人民がもつべき“私たちが未だ過ごしたこ
とのない”“新しい生活”を追求してきた
が、これは魯迅精神の、いかなる改良主義、
うわべだけを変えたいかなる反動思想の感染
も受けない尖鋭な革命リアリズムを形成し
た。
　ここから、魯迅精神のもう一つの面を理解
することができる。それはすなわち、抑圧階
級、抑圧者に対する火のような仇恨である。
もしも勤労人民に対して深く愛することがな
ければ、この仇恨はそのように強烈になるこ
とはあり得ない。そして、魯迅先生が成長し、
生活し、戦闘していた旧中国において、彼の
勤労人民に対する愛は、さらに多く敵に対す
る仇恨を通して表現されざるを得ない。その
ため、彼が追求するものは勤労人民がもつべ
き新しい生活であり、それはまず抑圧階級、
抑圧者の罪悪制度と幾重にも重なった思想の
奴隷使役を告発し、つき崩さなければならな
い。たとえ長期統治の結果のため、この思想
の奴隷使役が勤労人民の身に粘りついていよ
うとも、彼は決して見逃さない。深い愛感と
深い痛感を用いて書き表された阿Qは、その
尖鋭な思想力量は、すなわちこのように取得
されたのである。阿Qに対して、彼が留めて
いるものは、“可笑しい”ではなく、“苦痛”
である。阿Qを通じて、彼は抑圧階級に向か
って思想犯罪の悲憤の告発を提起した。彼は
一歩一歩と戦闘し続け、敵の凶悪残虐と醜悪
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に対して、さらにいっそう深く体験し、深く
理解した。これは彼の強靭な戦いを生み出し、
それは一一一Ptの不挑不屈の思想節操である。敵、
偽装の敵に対して、彼は死に至っても“少し
も寛大ではなかった”。
　そして「これは彼が確立した神聖な革命道徳
であり、魯迅精神の中の最も貴重なものである。
私たちはこれを高度の原則性と呼ぶ。魯迅先生
は、客観主義の敵であり、自由主義の敵である。
これは私たちが彼に学んで、学んで、さらに学
ばなくてはならないものである」と述べている。
さらに魯迅の文章について述べる。
　彼めどの文章も、たとえそれが哀歌の表現
であっても、理想（未来）を追求し、理想の
ために道を切り開く潜在的な要求を発散させ
ている。しかし、どの真心の戦闘者、真心の
共産主義者とも同様に、現実に基づかず、現
実と対することがなければ、戦闘となること
はできない。彼自身の言葉を借りて言うなら
ば、未来の黄金世界は、現実に対する深い認
識と顛苦の闘争を通じてこそ行き着くことが
できるのである。過去を正視し、現実に執着
してこそ未来を得ることができるのである。
魯迅先生にあっては、理想と現実の矛盾は無
く、これはすなわちあの一部の浮ついた“理
想主義者”と決定的な違いをもつものである。
しかし、まさにこのために、彼のどの文章も
皆、深い当時の歴史根拠から出発しているの
である。
「今日の青年」について述べる。
　今日の青年は幸福である。私たちは人民革
命が勝利した時代に生きており、私たちは人
民が立ち上がり、英雄模範人物が絶えず湧き
出る時代に生きているが、しかし私たちはま
さに祖国を改造し、新しい祖国を創造すると
いう極めて困難な工作の中の時代に生きてお
り、私たちは、私たち自身の手で大いに天下
の大勢を一変させ得る偉大な時代に生きてい
る。これはまさに魯迅先生が銀難困苦の道に
おいて、彼の一生の精力を使い終えて克ち取
った“第三の時代”である。魯迅精神を学ぼ
う1これは、あなたがさらに健康になり、さ
らに強固になるのを助け、あなたが、毛沢東
思想が要求するところの、深く生き生きとし
た豊富な海のような歴史内容を体験し、理解
するのを助け、あなたがさらに良く愛国主義
者と国際主義者となるのを助け、あなたがさ
ら　に優良な共産主義の戦士となるのを助け
ることであろう。
2、まとめ
　前章の内容とも重なるが、各文章について、
気づいた点を挙げてみることにする。
　「民族戦争与新文芸伝統」。1940年執筆の
「文芸上的五四」と内容的に重なる箇所もある
が、「文芸上的五四」の中で「阿Q」と記され
た箇所、すなわち「そして、最後に彼〔魯迅〕
はさらに明示した。彼は助けも訴えも無く阿Q
を、彼を生んだ土地に鮮血で供養せざるを得な
かった。」という表現が、この文章では「そし
て、彼〔魯迅〕はさらに明示する、……さらに
阿Qたちの鮮血をもって、もともと彼ら自身が
血と汗で灌概した土地に供養したことを。」と、
複数形になっている。集団主義、大衆運動の促
進、組織化を意識してのことであろうか。（8）
　「以《狂人日記》為起点」。これまで胡風の
他の評論で述べられてきた彼独自の魯迅解釈、
五四新文化運動の評価、「形式」と「内容」に
関する文芸理論などが整理されており、ある意
味、彼なりの体系化、定式化がなされているよ
うに思われる。
　「魯迅還在活着」。新中国成立直後の1949年
10月14日に書かれた。語彙面では「勤労人民」
（原文「労働人民」）が多く用いられている。魯
迅について「神聖な存在」「荘厳な性格の存在」
（原文「神聖的存在」「荘厳的性格的存在」）な
どの表現がある。また毛沢東の「新民主主義論」
の認識に沿った表現も見られる。さらに世代間
の認識の隔たりや、今日の青年に対する胡風の
不満や要望のような内容も述べられている。
　「不死的青春」。内容的に評論のようでもあ
り、かつまた散文詩のようでもある文章である。
深い絶望（感）の中にあっても、生命を燃焼さ
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せ続け、自らの身を顧みず戦いを続けようとす
る魯迅の精神と心情、行動に対する思いを、魯
迅の著作からの引用を織り交ぜて述べた文章と
思われる。「集団主義の戦士」「集団主義の精神」
（原文「集体主義的戦士」「集体主義的精神」）
という語が繰り返し使われている。また「毛沢
東思想」と関連させた表現もあり、スローガン
のように用いられている。1949年10月16日とい
う、新中国成立直後であり、社会主義建設がま
さに始まろうとしている時であり、この時期の
政治状況、政治的要求に沿った表現なのかもし
れない。
　「祖国愛・人民愛・人類解放」。魯迅の思想
形成、特に「愛国主義」思想の形成について、
その経歴に沿って述べられる。そして魯迅の
「愛国主義」についての胡風の解釈が述べられ
る。すなわち魯迅の愛国主義は、「種族主義」
「狭義の民族主義」「国家主義」とは、いかなる
共通点もない。魯迅の愛国主義は「国際主義」
と不可分であり、「人民解放を以て基礎とし、
人類解放を以て目標とする」ものである、とす
る。さらに魯迅文学に触れることの「実際的な
効用」「実用性」とも受け取れる内容を述べて
いる。胡風が魯迅文学に触れることを通じて、
彼自身が構築した解放理論と言えるかもしれな
い。語彙面では「集団主義」「愛国主義」「毛沢
東思想」などの語が見られる。
　「学習魯迅精神」。新中国が成立し、社会主
義建設が開始された後の1951年に書かれたが未
発表で、1981年に改められた文章である。建国
初期の社会的、政治的要求とそれに対する胡風
の問題意識から、この時期に求められる人物像
と魯迅を重ねて述べられているように思われ
る。語彙面では「勤労人民」が多く見られる。
また「愛国主義者」「国際主義者」、或いは「神
聖な革命道徳」「優良な共産主義者」（原文「神
聖的革命道徳」「優良的共産主義的戦士」）など
の語も見られる。
　1940年代に入ってから後の、胡風の魯迅に関
する文章の中には、「神聖」「聖人」などの表現
が見られるようになる。すなわち1941年「作為
思想家的魯迅」では丁現代革命聖人」、43年
「従“有一分熱、発・・一一一分光”生長起来的」では
「一人の思想戦士、人民の指導者、哲人、聖者」
（原文「一個思想戦士、人民領導者、哲人、聖
者」）などである。本稿で取り上げた「魯迅還
在活着」では「神聖な存在」、「学習魯迅精神」
では「神聖な革命道徳」などの表現が見られる。
また新中国成立直前直後の文章では、魯迅が、
その時期すなわち社会主義建設期に求められる
人物像、模範的人物のように表現されている。
「毛沢東思想」と関連させて述べられた表現も
ある。これらは、見方によっては、魯迅の「規
範化」「神格化」とも受け取れる。
　これらの表現は、毛沢東の1940年「新民主主
義論」、42年「在延安文芸座談会上的講話」が
公表され、さらに抗日戦争、国共内戦、新中国
成立を経て毛沢東の権威が強まり、その政治路
線が定まってゆく中で、この二つの論文の中で
述べられた毛沢東の魯迅評価が公式評価として
広範に普及し、浸透してゆく過程と関係があり
はしないだろうか。（9）この点については、今
後、明らかにしていきたいと思う。
［注〕
（1）『胡風全集』第2巻（湖北人民出版社、
　　1999年）636～658頁。初出は『人世間』
　　　1巻1期（1942年10月15日）。その他、
　　r民族戦争与文芸性格』（希望社、1946年
　　4月）、r剣・文芸・人民』（泥土社、
　　1950年10月）、『胡風評論集』中冊（人民
　　文学出版社、1984年）、陳鳴樹、劉祥発
　　編「胡風論魯迅』（黄河文芸出版社、
　　1985年）に所収。
（2）『胡風全集』第3巻（湖北人民出版社、
　　1999年）416～427頁。その他、「為了明
　　天』（泥土社、1950年）、r胡風評論集』
　　下冊（人民文学出版社、1985年）、『胡風
　　論魯迅』（一部分）に所収。
（3）『胡風全集』第4巻（湖北人民出版社、
　　1999年）181～184頁。初出は『人民文学』
　　創刊号1巻1期（人民文学出版社、1949
　　年10月25日）。その他「胡風論魯迅」に
　　所収。
（4）『胡風全集』第4巻の編者注によると、こ
　　の青年詩人は牛漢（1923～　）で、胡風
　　はかつて、彼の詩集「彩色的生活』を
　　「七月詩叢』に入れて編集出版したこと
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　　があるという。同書181頁。
（5）『胡風全集』第4巻185～193頁。初出は
　　『人民日報』1949年1◎月19日。その他
　　『従源頭到洪流』（新文芸出版社、1952年
　　6月）、「胡風論魯迅1に所収。
（6）『胡風全集』第4巻203～208頁。その他
　　r従源頭到洪流』、『胡風論魯迅毒に所収。
（7）「胡風全集』第6巻（湖北人民出版社、
　　1999年）31～34頁。その他「胡風晩年作
　　品選』（潟江出版社、1987年1月）に
　　所収。
（8）「文学上的五四」からの引用文の原文は
　　「而且、最後他還指明了：他不能不無助
　　無告地譲阿Q用鮮血祭奥了生他的土地。j
　　『胡風全集』第2巻623頁。
　　　「民族戦争与新文芸伝統」からの引用文
　　の原文は「而且、他還指明了：……而且
　　還用阿Q椚的鮮血祭彙了原来是他椚自己
　　用血汗灌概了的土地。」『胡風全集』第2
　　巻638頁。
（9）毛沢東は「新民主主義論」の中で、魯迅
　　について、「そして魯迅が、この文化の
　　新軍のもっとも偉大な、もっとも勇敢な
　　旗手であった。魯迅は中国の文化革命の
　　主将であり、かれは偉大な文学者であっ
　　たばかりでなく、偉大な思想家、偉大な
　　革命家であった。魯迅の背骨はもっとも
　　かたく、かれには奴隷の根性やへつらい
　　の態度がいささかもなかった。これは植
民地、半植民地人民のもっとも貴重な性
格である。魯迅は文化戦線で全民族の大
多数を代表して敵陣に突入した、もっと
も正しい、もっとも勇敢な、もっとも断
固とした、もっとも忠実な、もっとも情
熱的な、空前の民族英雄であった。魯迅
の方向こそ中華民族の新文化の方向であ
る。」と述べている。「毛沢東選集』第二
巻（北京外文出版社、1968年）511～512
頁。
「在延安文芸座談会上的講話」の中では、
「魯迅の詩のつぎの二句、すなわち、「眉
をよこたえて、ひややかに千夫の指にた
いし、こうべをたれて、あまんじて儒子
の牛とならん』をわれわれの座右の銘と
しなければならない。ここでは、「千夫』
とは敵のことをさす。われわれはどんな
凶悪な敵にたいしても、けっして屈服す
るものではない。ここでは、r播子』と
は、プロレタリア階級と人民大衆のこと
をさす。すべての共産党員、すべての革
命家、すべての革命的な文学・芸術活動
家は、魯迅を手本にして、プロレタリア
階級と人民大衆の「牛」となり、命のあ
るかぎり献身的につくさなければならな
い。jと述べている。「延安の文学・芸術
座談会における講話」r毛沢東選集」第
三巻（北京外文出版社、1968年）133頁。
一227一
